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研究成果の概要（和文）：本研究は、通常の歯磨きに加えて舌清掃の介入を行うことが呼吸や摂食嚥下機能に重
要な舌骨上筋群に影響を与えるか明らかにし、根拠に基づいた口腔ケア方法を開発することを目的とした。
65歳以上の高齢者50名を対象に介入群(日常的な口腔清掃に加えて舌清掃を行う)と対照群(日常的な口腔清掃の
み)の2群に分け6週間のランダム化比較試験を実施した。
結果、呼気中のsEMGのRMSは、介入群のベースライン時と比較して追跡期間の終了時に有意に増加したが対照群
においては増加しなかった。通常の口腔ケアに舌清掃を加えて行う口腔ケア方法は、舌骨上筋群の向上および機
能低下予防につながることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Tongue cleaning improves respiratory function in older adults. Considering 
connection between the respiratory-related and suprahyoid muscles, this study aimed to investigate 
whether tongue-cleaning interventions can improve myoelectric activity during respiration in older 
adults.
 A six-week randomized controlled trial was conducted in Kitakyushu, Japan, with 50 participants 
aged 65 and older. The participants were allocated to the intervention (tongue cleaning with routine
 oral hygiene) or control (routine oral hygiene alone) groups. The RMS of sEMG during exhalation 
increased significantly at the end of the follow-up period compared with that at baseline in the 
intervention group, but not in the control group. 
As conclusion, tongue cleaning enhances the myoelectric activity of the suprahyoid muscle, which may
 contribute to improved respiratory function in older adults. Thus, tongue cleaning can effectively 
activate the suprahyoid muscles.

研究分野：社会系歯学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、舌清掃は、口腔環境を改善するだけでなく呼吸や摂食嚥下に重要な舌骨上筋群の向上および機
能低下予防につながることが示唆された。
舌清掃は、受動的な対象者にも行うことができることから、能動的な呼吸リハビリテーションや嚥下訓練が難し
く訓練を断念せざるを得なかった認知症や寝たきりの高齢者においても応用できる。
口腔ケアは、多職種で関われる唯一の誤嚥性肺炎予防であり、日常の介護ケアの一環として日々行われている。
舌清掃は、高齢者の誤嚥性肺炎による医療費増大を防ぐと共に、地域で「最後まで美味しく食べる」健康寿命の
延伸に大きく貢献できると示唆され社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本では、肺炎患者の約 70%が 75歳以上の高齢者であり 70歳以上の肺炎症例の 70%以上が
誤嚥性肺炎と報告されている。 
摂食嚥下の過程において、呼吸と嚥下は密接な関係にあり協調運動を行う。多くの場合は嚥下
を開始する前に吸気が起こり嚥下中の無呼吸を維持するために必要な空気を供給する。嚥下性
無呼吸後には呼気が行われ嚥下に関連した呼吸リズムが繰り返される。呼吸機能低下によって
この呼吸リズムが崩れると、食塊を誤嚥するリスクが高まる。一方で舌は、摂食嚥下の際に食物
を食塊形成し咽頭に送り込む重要な役割を担っている。しかし、要介護者の舌の多くは、剥離し
た上皮と嫌気性菌を含む多数の微生物からなる舌苔が形成されていることが広く知られている。
呼吸機能と舌圧は、加齢との間に逆相関があることが報告されており高齢者が口腔内細菌を多
く含んだ唾液を誤嚥し、誤嚥性肺炎を発症するリスクは高い。高齢者の摂食嚥下障害は、低栄養
と直結することから、これらの機能維持は喫緊の課題である。 

 
２．研究の目的 
本研究は、高齢者を対象として、通常の歯磨きに加えて舌清掃の介入を行うことが呼吸や摂食
嚥下に関わる舌骨上筋群に与える影響を明らかにし、根拠に基づいた口腔ケア方法を開発する
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)対象 

2022年 8月から 2023年 3月にかけて 65歳以上の高齢者 50名を対象として福岡県北九州市
の 2 つの通所施設で実施した。除外基準はコミュニケーション不良、坐位の確保が不可の者と
した。すべての参加者は非喫煙者で食事は経口摂取であった。対象者は、追跡期間中口腔機能リ
ハビリテーションに関連する他の介入はしていない。 
本研究は、九州歯科大学倫理審査委員会の承認を経て行われ、倫理ガイドラインに沿って全研
究参加者から署名によるインフォームドコンセントが得られた。 

 
(2)研究デザイン：介入研究 
対象者 50名のうち、除外基準により 7名が除外となり 43名の対象者を無作為抽出し、介入
群(日常的な口腔清掃に加えて舌清掃を行う)と対照群(日常的な口腔清掃のみを行う)の 2 群に振
り分けた。その後、対照群の 3名が都合により(入院 2名、退所 1名)除外された。 

6週間のフォローアップ期間中、対照群は毎食後に歯ブラシを使用して通常の口腔ケアを行っ
てもらった。介入群は、通常の口腔ケアに加えて 1日 2回、朝と夕に粘膜ブラシ(DENT.ERAC 
510;ライオンデンタルプロダクツ、東京、日本)を用いて、毛先が曲がる程度の圧(約 150〜200 
g)で舌根部から舌尖まで 10ストローク行ってもらった。フォローアップ期間中にさらに入院に
より 2名、退所により 1名、体調不良により 1名が除外され、最終的に 36名の対象者が解析対
象となった(介入群 n = 18;対照群 n = 18)。 
 
(3)データ収集 
 ベースラインの評価項目として舌の衛生状態、残存歯の状態、嚥下機能、日常生活動作、認知
機能、基礎疾患、栄養状態、舌圧および呼吸機能、舌骨上筋群筋活動について調査を行った。6
週間後の評価項目として、舌の衛生状態、嚥下機能、呼吸機能、舌圧および舌骨上筋群筋活動に
ついて再調査を行った。人口統計学的特性、身体的健康状態および認知機能に関するデータは、
標準的な質問票の実施および施設内の医療記録を通じて取得した。 
 
(4)口腔の健康状態と嚥下機能 
 口腔内診査は 1名の歯科医師によって行った。咬合状態は FTU（最大値 12）を用いた。舌の評
価は舌苔指数(TCI)、嚥下機能の評価は改定水飲みテスト(MWST)を用いて評価した。 
 
(5)ADL、認知活動、栄養状態、および併存疾患 
日常生活の基本動作(ADL)は Barthel Index、認知機能の評価は MMSE、栄養状態の評価は Mini 
Nutritional Assessment Short Form (MNA-SF)を用いて評価した。 
 
(6)最大舌圧と呼吸機能 
 最大舌圧は舌圧測定装置(JMS Co, TPM-01, 東京, 日本)を用いて評価した。呼吸機能は電子
スパイロメーター(CHESTGRAPH HI-105;CHEST M. I., Tokyo, Japan)を用いて、強制肺活量(FVC)
と呼気ピーク流量(PEFR)を測定した。測定は 3回行いその最大値を記録した。 
 
(7)表面筋電図データ収集 
舌骨上筋群筋活動は、表面筋電図(sEMG) (ロジカルプロダクツ株式会社、福岡市)を用いて評



価した。sEMG データは、Map1038(日本サンテック株式会社製)を用いて全波整流後のマイクロボ
ルト二乗平均平方根(RMS)として示した。測定は、ベースラインとフォローアップ後に吸気、呼
気、舌圧、嚥下、舌清掃の動作時に行った。その際、同期信号を記録するために有線データロガ
ー(LP-WS1311、ロジカルプロダクツ株式会社)を用いた。 
 
(8)サンプルサイズ 
 G*Power 3 ソフトを用いた。アルファ過誤率 0.05、検出力 0.8、効果量 0.6 の両側検定のサン
プルサイズ 35 となり、脱落率を 0.2 と仮定し参加者数は 50 名とした。 
 
(9)アウトカム 
主要アウトカムは、介入群と対照群におけるベースラインの舌骨上筋群筋活動 sEMG(RMS)とフ
ォローアップの差。副次的アウトカムは、介入群と対照群におけるベースラインとフォローアッ
プの呼吸機能の差である。 
 
(10)統計解析 
 データは正規分布していないことからすべての値は中央値(最小値-最大値)として表した。カ
テゴリー変数の差の比較はカイ二乗検定を用いた。介入群と対照群のグループ間の差は Mann–
Whitney U 検定を用いた。グループ内差は Wilcoxon 符号順位検定を用いた。スピアマンの順位
相関係数を使用して 2つの変数間の相関を評価した。Kruskal–Wallis検定を用いて多重比較を行
い、その後、事後検定として Steel検定を行った。一般化線形モデルを使用して FVC の変化率と
呼気中の sEMG(RMS)変化率の相関を評価した。 
すべての分析は、SPSS 統計ソフトウェアバージョン 22(SPSS、シカゴ、イリノイ州、米国)を
使用した。統計的有意性は p < 0.05 に設定した。 
 
４．研究成果 
(1)介入群と対照群の参加者の特徴 
 介入群と対照群は、いずれの項目においても統計学的有意な差は認められなかった(表 1)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2)介入群または対照群のベースラインと 6週間後における変数の比較 
両群のベースラインおよびフォローアップの呼吸機能、舌圧、嚥下機能を比較したところ、FVC 
[1.3 (0.2–2.6) L to 1.5 (0.4–3.3) L, p = 0.007] および PEF [1.1 (0.4–3.9) L/s to 1.4 
(0.5–4.6) L/s、p = 0.035]は介入群で有意に増加したが対照群では増加しなかった。舌圧と嚥
下機能は両群で有意な変化はなかった。 
舌骨上筋群筋活動に関して、RMS は、吸気を除くすべての動作を実行している間、介入群で有
意に増加したが対照群では変化しなかった(表 2)。 
 



 
(3)ベースラインと 6週間後の RMS の変化率の比較 
全ての動作を実行している間の舌骨上筋群筋活動の変化率の比較をしたところ、すべての比
率は、吸気を除いて介入群で有意に増加した。対照群では有意な変化はなかった(表 3)。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(4)呼気時の舌骨上筋群筋活動 sEMG(RMS)の変化率と FVC、PEFR の変化率の相関関係 
FVC の変化率(r = 0.442、p = 0.007)は PEFR ではなく sEMG(RMS)の変化率と有意に相関して
いた(表 4)。そこで、性別、年齢、歯数を調整した一般化線形モデルを用いて FVC の変化率を解
析したところ、呼気時の舌骨上筋群筋活動 sEMG(RMS)の変化率と正の相関を示した(B ± SE = 
0.4 ± 0.4、p = 0.003;表 5)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

本研究の結果より舌清掃は、口腔環境を改善するだけでなく、呼吸や摂食嚥下に重要な舌骨上
筋筋活動を高めることが明らかになった。また、特筆すべきは、舌清掃時の舌骨上筋群筋活動は、
他の動作時の舌骨上筋群筋活動と比較して 1.4～3.0 倍と大幅に高い値であった。 
これまで舌骨上筋群の活動を高めるのに効果的とされてきた呼吸筋トレーニングや舌強化訓
練等と比較して、舌清掃は受動的に行えることから、認知症患者や寝たきりの高齢者に対しても
行うことができると考える。舌清掃が舌骨上筋群の筋活動を高めるメカニズムは明らかではな
いが、脳神経系を介してこのプロセスに影響を与えるかどうかはさらなる研究が必要である。 
結論として、高齢者に対する口腔ケア方法として、舌清掃は、呼吸や摂食嚥下に重要な舌骨上
筋群筋活動を効果的に高め機能低下予防につながることが示唆された。 
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